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(57)【要約】
【課題】予約運転を行なう場合に運転継続不可状態を抑
制し、当該予約運転を実行可能な洗濯機を提供すること
。
【解決手段】洗濯乾燥手段１５を制御動作させる制御手
段１１は、予約運転選択手段１２で選択された予約運転
中に利用者が洗濯機１から離れると、人体センサー１７
が検知し、表示手段１４および報知手段１６により、予
約運転中に発生した運転動作継続不可状態を報知するこ
とで、利用者は状況を理解することができ、運転継続不
可状態を軽減・抑制することができる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
予約運転を設定する予約運転選択手段と、動作状況を表示する表示手段と、異常状態を報
知する報知手段と、人の接近および／または離間を検知する人体センサーと、前記予約運
転選択手段、前記表示手段、前記報知手段、前記人体センサーとの間で信号を送受信する
制御手段とを有し、前記制御手段は、前記予約運転選択手段で選択された予約運転中に前
記人体センサーが人が離れることを検知したときに、運転動作が継続不可状態の場合、前
記表示手段に表示するとともに、前記報知手段で報知することを特徴とした洗濯機。
【請求項２】
予約運転を設定する予約運転選択手段と、動作状況を表示する表示手段と、異常状態を報
知する報知手段と、人の接近および／または離間を検知する人体センサーと、前記予約運
転選択手段、前記表示手段、前記報知手段、前記人体センサーとの間で信号を送受信する
制御手段とを有し、前記制御手段は、前記予約運転選択手段で選択された予約運転中に前
記人体センサーが人の接近を検知したときに、運転動作が継続不可状態の場合、前記表示
手段に表示するとともに、前記報知手段で報知することを特徴とした洗濯機。
【請求項３】
前記制御手段は、運転動作継続の可否を判定する運転継続可否判定手段を有し、前記予約
運転選択手段で選択された予約運転中に前記人体センサーが人の接近を検知した際に、前
記表示手段に表示し、前記報知手段で報知したあと、前記運転継続可否判定手段によって
判定され、運転継続不可の場合は前記報知手段で報知し続けるようにした請求項２記載の
洗濯機。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は予め決められた時間または時刻に運転を行なう予約運転機能を有する洗濯機に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、共働き家庭の増加や電気料金低減を目的とした夜間電力の利用に伴い、夜間に洗
濯を行なうことが多くなっている。夜間に洗濯する場合、洗濯物を干したり、たたんだり
できるように、利用者の起床時間前に運転が終了しているのが好ましい。また、夜間電力
利用が目的の場合には、適用される時間帯に運転が開始・終了しているのが好ましい。
【０００３】
　このような課題を解決するために、設定された終了時刻までに一連の運転手順を終了さ
せ、利用者の所望する時刻までに運転を終了する洗濯機が考えられている（例えば、特許
文献１参照）。また、他の方法として、設定された運転開始時刻によって運転手順を決め
ることで利用者の所望する時刻に運転を開始することができる洗濯機も考えられている（
例えば、特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０-５１５３６号公報
【特許文献２】特開２０１３-７８５３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、このような従来の構成では、利用者の所望する時刻に運転が開始するよ
うに予約運転の設定ができた場合でも、洗濯機自体が運転を開始できない状態、例えば、
上記予約運転設定後にドアが開かれたままになることで運転開始状態になっても運転を開
始できない可能性があった。
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【０００６】
　また、ドアが開かれた場合にブザーなどで報知を行なうとともに、ＬＥＤの点滅、ＬＣ
Ｄへの表示によって利用者にその内容を注意喚起しているものもあるが、表示部が小さく
見落としたり、追加で洗濯物を入れる可能性があるため開けたままにしておき、そのまま
閉め忘れてしまうこともあった。
【０００７】
　本発明は、上記従来の課題を解決するためのもので、予約運転を行なう場合に運転継続
不可状態を抑制し、当該予約運転を実行可能な洗濯機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記従来の課題を解決するために本発明の洗濯機は、予約運転を設定する予約運転選択
手段と、動作状況を表示する表示手段と、異常状態を報知する報知手段と、人の接近およ
び／または離れることを検知する人体センサーと、前記予約運転選択手段、前記表示手段
、前記報知手段、前記人体センサーとの間で信号を送受信する制御手段とを有し、前記制
御手段は、前記予約運転選択手段で選択された予約運転中に前記人体センサーが人が離れ
ることを検知したときに、運転動作が継続不可状態の場合、前記表示手段に表示するとと
もに、前記報知手段で報知するようにしたものであり、洗濯機が運転継続不可状態のまま
で利用者が洗濯機を離れてしまっても、その場から離れることを検知して異常報知を行な
うため、利用者が運転継続不可状態を把握することができ、適切な対応を取ることができ
る。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の洗濯機は、予約運転中に運転継続不可状態になったときに、利用者がその内容
を見落としたまま洗濯機を離れても、利用者が運転継続不可状態を把握することができ、
適切な対応を取ることができるという効果を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施の形態１における洗濯機の概略構成を示す斜視図
【図２】同洗濯機の人体センサーの検知範囲を示す図
【図３】同洗濯機のシステム構成ブロック図
【図４】同洗濯機の動作フローチャート
【図５】同洗濯機における操作表示パネルを示す図
【図６】本発明の実施の形態２における洗濯機のシステム構成ブロック図
【図７】同洗濯機の動作フローチャート
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　第１の発明は、予約運転を設定する予約運転選択手段と、動作状況を表示する表示手段
と、異常状態を報知する報知手段と、人の接近および／または離間を検知する人体センサ
ーと、前記予約運転選択手段、前記表示手段、前記報知手段、前記人体センサーとの間で
信号を送受信する制御手段とを有し、前記制御手段は、前記予約運転選択手段で選択され
た予約運転中に前記人体センサーが人が離れることを検知したときに、運転動作が継続不
可状態の場合、前記表示手段に表示するとともに、前記報知手段で報知するものである。
【００１２】
　これにより、ドアの閉め忘れなどで予約運転が開始できない状態になったまま利用者が
洗濯機を離れてしまっても、その場から離れることを検知して異常報知を行なうため、利
用者は状況を理解することができ、ドアを閉める等の適切な対応を取ることができるので
、運転継続不可状態を軽減・抑制することができる。
【００１３】
　第２の発明は、予約運転を設定する予約運転選択手段と、動作状況を表示する表示手段
と、異常状態を報知する報知手段と、人の接近および／または離間を検知する人体センサ
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ーと、前記予約運転選択手段、前記表示手段、前記報知手段、前記人体センサーとの間で
信号を送受信する制御手段とを有し、前記制御手段は、前記予約運転選択手段で選択され
た予約運転中に前記人体センサーが人の接近を検知したときに、運転動作が継続不可状態
の場合、前記表示手段に表示するとともに、前記報知手段で報知するものである。
【００１４】
　これにより、ドアの閉め忘れ等で予約運転が開始できない状態になっていても再び洗濯
機に近づくことで利用者は状況を理解することができ、ドアを閉める等の適切な対応を取
ることができるので、運転継続不可状態を軽減・抑制することができる。また、追加で洗
濯物を入れるためにドアを開けたままにしておき、そのまま閉め忘れてしまったときにも
、利用者以外の人が近づくことで運転継続不可状態を把握させることができる。
【００１５】
　第３の発明は、第２の発明において、前記制御手段は、運転動作継続の可否を判定する
運転継続可否判定手段を有し、前記予約運転選択手段で選択された予約運転中に前記人体
センサーが人の接近を検知した際に、前記表示手段に表示し、前記報知手段で報知したあ
と、前記運転継続可否判定手段によって判定され、運転継続不可の場合は前記報知手段で
報知し続けるものである。
【００１６】
　これにより、例えば、洗濯機に近づくことで異常報知が行なわれたとしても、他の作業
に集中していて気付かないときにも報知が継続しているため、運転継続不可状態を把握さ
せることが可能になる。また、人体センサーで人の接近を検知した場合のみ報知し続ける
ことで、運転継続不可状態を確実かつ長時間騒音を発することなく利用者に把握させるこ
とが可能になる。
【００１７】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。なお、この実施の
形態によって本発明が限定されるものではない。
【００１８】
　（実施の形態１）
　図１は本発明の実施の形態１における洗濯機の概略構成を示す斜視図で、洗濯機１は、
前面に操作・表示を行なう操作表示パネル１０と人体センサー１７を設けている。本実施
の形態の洗濯機は、洗濯物を収容する洗濯槽および洗濯槽の支持構成や回転駆動構成、給
水系、排水系、必要に応じて備えられる乾燥系等の洗濯機としての基本構成、基本の動作
作用は、上記従来例として示した洗濯機と同様であるので、図示および説明は省略する。
人体センサー１７には、赤外線、超音波、可視光などが用いられ、ドア２の開閉の影響が
なく、洗濯かごなどで遮断されることのない洗濯機１上部の固定部に取り付けられるもの
とする。
【００１９】
　図２は、実施の形態１における洗濯機の人体センサーの検知範囲を示す図で、洗濯機１
を上方から見たもの状態を示しており、人体センサー１７は、洗濯機１の前方約２ｍの範
囲を検知する能力を備えている。
【００２０】
　図３は、実施の形態１における洗濯機のシステムブロック図である。図３に示すように
、洗濯機１の内部には、予約運転を設定する予約運転選択手段１２を備えており、電源入
り切りや運転コースなどの設定を行なう操作手段１３と、洗濯機１の動作・進行状況を表
示する表示手段１４と、洗濯機本来の機能である洗い、すすぎ、脱水、乾燥などを行なう
洗濯乾燥手段１５と、機器の異常状態を報知する報知手段１６と、人の接近・離れること
を検知する人体センサー１７と、前記予約運転選択手段１２、操作手段１３、表示手段１
４、報知手段１６、人体センサー１７との間で信号を送受信して洗濯乾燥手段１５を制御
動作させる制御手段１１とを設けている。
【００２１】
　予約運転選択手段１２で選択される予約運転は、何時間後に運転を終了するかを設定す
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るものでも、終了時刻を設定するものでもよい。また、運転終了ではなく、運転開始時間
や運転開始時刻を設定するものでもよい。
【００２２】
　制御手段１１は、例えば、マイクロコンピュータであり、洗濯機１を機能させるために
予め作成されたプログラムとデータ等を格納するメモリ（図示せず）を備えている。
【００２３】
　制御手段１１を構成する工程管理部１１ａは、各運転（洗い、すすぎ、脱水、乾燥）に
おいて実施する工程を管理するとともに、洗濯乾燥手段１５を制御する。洗濯乾燥手段１
５を制御するとは、洗濯槽の揺れを検知しながらモータの回転を制御したり、洗濯槽に給
水された水位を検知して給水弁を開閉させたり、排水弁を開閉させたり、温風の温度を検
知しながらヒータをＯＮ／ＯＦＦさせたりすることである。
【００２４】
　図４は、実施の形態１における洗濯機の動作フローチャートであり、予約運転における
運転継続不可状態の抑制の例を示す図である。
【００２５】
　図４において、通常、図３の操作手段１３で設定された予約運転内容に従って運転を開
始する（ステップＳ１０１）。運転開始前の待機および運転中に運転動作継続不可状態（
例えば、ドア２が開かれた状態）を検出する（ステップＳ１０２）と、制御手段１１は、
表示手段１４、例えば、図５の１０Ｌｄに示す７セグメントＬＥＤを使用して異常表示を
行なうとともに、報知手段１６により、機器の異常状態を報知する（ステップＳ１０３）
。報知手段１６による異常報知は、一定時間後に停止する（ステップＳ１０４）。
【００２６】
　異常報知の停止の後、利用者が洗濯機１から離れると、人体センサー１７は、利用者が
洗濯機１から離れたことを検知し（ステップＳ１０５）、報知手段１６により、再度機器
の異常状態を報知する（ステップＳ１０６）。
【００２７】
　図５は、本実施の形態１における洗濯機の操作表示パネル１０を示す平面図であり、図
３の表示手段１４を具体的に示したものである。また、表示手段１４は、液晶パネルで構
成されていても良いし、操作手段１３がタッチパネルで構成されていても良い。表示手段
１４をドットマトリクス方式の液晶パネルで構成し、操作手段１３の一部もしくは全てを
液晶パネルと組み合わせたタッチパネルで構成すれば、利用者に対して文章や写真、図な
どを使って情報を提供しつつ、選択肢を提示するためのボタンを液晶パネルで図として表
示し、当該ボタン領域の利用者による選択をタッチパネルで検出することができる。これ
により、より直感的でわかりやすい情報提供及び操作手段とすることができる。
【００２８】
　以上のように、このような形態の洗濯機とすることによって、ドア２の閉め忘れ等で予
約運転が開始できない状態になったまま、利用者が洗濯機１を離れてしまっても、洗濯機
１は、利用者がその場から離れることを検知して異常報知を行なうため、利用者は状況を
理解することができ、ドア２を閉める等の適切な対応を取ることができるので、運転継続
不可状態を軽減・抑制することができる。
【００２９】
　なお、本実施の形態では、人体センサー１７は、利用者が洗濯機１から離れることを検
知し、報知手段１６により再度機器の異常状態を報知する構成としているが、利用者が洗
濯機１に近づくことを検知し、報知手段１６により再度機器の異常状態を報知するもので
もよい。この形態の洗濯機によれば、ドア２の閉め忘れ等で運転継続不可状態になったと
きでも、利用者や利用者以外の人が洗濯機１に近づいた際に洗濯機１が運転継続不可状態
であることを把握するが可能になる。
【００３０】
　（実施の形態２）
　本実施の形態において、実施の形態１と同様の構成、動作については説明を省略する。
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　図６は、実施の形態２における洗濯機のシステムブロック図である。図６に示す洗濯機
１の内部には、実施の形態１の構成に加え、運転動作継続の可否を判定する運転継続可否
判定手段１８を設けている。
【００３２】
　図７は、実施の形態２における洗濯機の動作フローチャートである。実施の形態１と同
様に動作して人体センサー１７が人の接近を検知し（ステップＳ１０１～ステップＳ１０
５）、報知手段１６により再度機器の異常状態を報知した（ステップＳ１０６）後、運転
継続可否判定手段１８によって運転継続可能状態か判定する（ステップＳ１０７）。運転
継続可能状態と判定された場合は、運転を再開させる（ステップＳ１０９）。運転継続不
可状態と判定された場合は、異常報知を継続させる（ステップＳ１１０）。
【００３３】
　ステップＳ１１０における異常報知は、例えば、異常報知音を報知し続けるものや、異
常音を数分・数時間置きに報知するものでもよい。異常報知を報知音で行なう場合には、
連続報知による騒音対策として一定の時間のみ報知を行なうことがあるが、人体センサー
１７で人の接近を検知した場合のみ報知する構成とすることで、運転継続不可状態を確実
に、長時間騒音を発することなく利用者に認識させることが可能になる。
【００３４】
　運転継続可否判定手段１８は、例えば、開いていたドア２が異常報知を受けて利用者に
よって閉じられたか否かを判定する場合は、ドア開閉検知スイッチを利用することができ
る。
【００３５】
　なお、上記各実施の形態の洗濯機は、乾燥機能を有するいわゆる洗濯乾燥機について述
べたが、本発明は、乾燥機能を持たない洗濯機に対しても適用可能であることは明らかで
ある。したがって、各請求項の「洗濯物に対し洗い、すすぎ、脱水、乾燥などを行なう洗
濯乾燥手段」を「洗濯物に対し洗い、すすぎ、脱水などを行なう洗濯手段」に、「洗濯乾
燥手段」を「洗濯手段」にそれぞれ置き換えたものも本発明に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【００３６】
　以上のように、本発明にかかる洗濯機は、予約運転中に運転継続不可状態になったまま
洗濯機を離れてしまっても、その場から離れるまたは接近したことを検知して異常報知を
行なうため、利用者が運転継続不可状態を認識することができ、運転継続不可状態を軽減
・抑制することができるので、予約運転機能を有する洗濯機等として有用である。
【符号の説明】
【００３７】
　１　洗濯機
　１０　操作表示パネル
　１１　制御手段
　１１ａ　工程管理部
　１２　予約運転選択手段
　１３　操作手段
　１４　表示手段
　１５　洗濯乾燥手段
　１６　報知手段
　１７　人体センサー
　１８　運転継続可否判定手段
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